
8月1日、市内６つの高校から19人の生徒が高校生議員として8月1日、市内６つの高校から19人の生徒が高校生議員として
参加して鹿屋市高校生議会を開催しました。参加して鹿屋市高校生議会を開催しました。
これは鹿屋市の次世代を担う高校生が議員となり市議会を模これは鹿屋市の次世代を担う高校生が議員となり市議会を模

擬体験することで、若い世代に政治への関心を持ってもらい、若擬体験することで、若い世代に政治への関心を持ってもらい、若
者と行政が一緒になって鹿屋市の現状や未来について考える機会者と行政が一緒になって鹿屋市の現状や未来について考える機会
となるよう開催したものです。今号では高校生の目線から見た本となるよう開催したものです。今号では高校生の目線から見た本
市の課題や提案等とそれに対する市の回答を紹介します。市の課題や提案等とそれに対する市の回答を紹介します。

問問市政策推進課（３階）　市政策推進課（３階）　☎ 0994-☎ 0994-31-112531-1125

高校生議会を高校生議会を
初初開催開催

若者の視点で鹿屋の未来を考える若者の視点で鹿屋の未来を考える

鹿屋農業高校３年

佐
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野 鈴
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夏 議員

鹿屋農業高校３年

湯
ゆ ぐ ち

口 千
ち ひ ろ

紘 議員

※ 
質
問
と
答
弁
は
一
部
要
約
し
て
い

ま
す
。
全
文
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て

【
質
問
】　

市
内
で
は
信
号
機
や
横
断

歩
道
が
少
な
く
感
じ
る
。
信
号
機
が

無
い
交
差
点
で
の
高
校
生
の
事
故
が

起
き
た
り
、
横
断
歩
道
以
外
の
道
路

を
渡
る
高
齢
者
を
見
か
け
る
こ
と
が

あ
る
。
市
民
の
安
全
の
た
め
、
信
号

機
や
横
断
歩
道
の
設
置
の
考
え
は
な

い
か
。

【
答
弁
】

○ 

信
号
機
や
横
断
歩
道
は
、
県
公
安

委
員
会
が
道
路
状
況
や
事
故
の
発

生
状
況
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
て
設
置
し
て
お
り
、
こ
の
２
年

間
で
信
号
機
３
か
所
、
横
断
歩
道

７
か
所
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

○ 

交
通
事
故
防
止
に
は
、
信
号
機
設

置
も
含
め
、
関
係
機
関
や
市
民
の

皆
さ
ん
と
連
携
や
協
力
を
図
り
な

が
ら
強
力
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

↓

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

【
質
問
】　

原
動
機
付
自
転
車
で
の
登

下
校
時
に
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
通
行

し
て
い
る
が
、
道
路
の
端
が
劣
化
し

て
い
る
。
東
原
町
付
近
の
道
路
交
差

点
が
特
に
著
し
く
、
怖
い
思
い
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
雨
の
際
、
道
路

の
水
は
け
が
悪
く
側
溝
が
見
え
な
く

な
る
場
所
も
多
く
、
運
転
時
に
危
険

で
あ
る
。
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

道
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
、
道
路
の
舗
装
や
側
溝
の

計
画
的
な
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
日
頃
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
、

危
険
箇
所
の
早
期
発
見
に
努
め
、

緊
急
的
な
対
応
も
行
う
な
ど
、
事

故
防
止
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
る
。

○ 

今
後
も
道
路
利
用
者
の
安
全
を
第

一
に
考
え
、
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
。

バ
ス
停
へ
の
ベ
ン
チ
の
設
置

に
つ
い
て

【
質
問
】　

鹿
屋
農
業
高
校
前
の
バ
ス

停
や
サ
ン
キ
ュ
ー
寿
店
前
の
バ
ス
停

に
、
屋
根
や
ベ
ン
チ
の
設
置
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。
本
数
の
少
な
い
バ
ス

を
利
用
す
る
際
や
、
雨
の
中
で
バ
ス

を
待
つ
際
に
屋
根
や
ベ
ン
チ
が
あ
る

と
、
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者

に
と
っ
て
も
快
適
な
バ
ス
の
利
用
が

で
き
る
と
思
う
。

【
答
弁
】　

○ 

市
で
は
、
現
在
策
定
中
の
「
市
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
中

で
、
バ
ス
路
線
で
主
要
な
乗
り
継

ぎ
場
所
と
な
る
バ
ス
停
を
中
心

に
、
屋
根
や
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る

な
ど
、
改
善
に
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

○ 

鹿
屋
農
業
高
校
前
や
、サ
ン
キ
ュ
ー

寿
店
前
の
バ
ス
停
も
含
め
、
高
校

生
の
利
用
が
多
い
停
留
所
に
屋
根

等
の
設
置
が
で
き
な
い
か
、
バ
ス

事
業
者
等
の
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

鹿
屋
市
の
今
後
に
つ
い
て

【
質
問
】　

大
隅
縦
貫
道
が
開
通
し
た

こ
と
に
伴
い
、
様
々
な
産
業
が
増
え

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
開
通
後

の
鹿
屋
市
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
鹿
屋
市

の
構
想
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

【
答
弁
】　

○ 

東
九
州
自
動
車
道
や
大
隅
縦
貫
道

の
開
通
に
よ
り
、
人
や
物
の
移
動

時
間
が
短
縮
さ
れ
産
業
や
観
光
の

振
興
、
県
内
外
と
の
交
流
の
活
性

化
な
ど
、
様
々
な
経
済
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

○ 

市
で
は
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
、
昨
年
度
、「
鹿
屋
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
鹿
屋
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
、「
や
っ
て
み
た

い
仕
事
が
で
き
る
街
へ
」、「
い
つ

で
も
訪
れ
た
い
街
へ
」、「
子
育
て

し
や
す
い
街
へ
」、「
未
来
へ
つ
な

が
る
住
み
良
い
街
へ
」
の
四
つ
の

基
本
目
標
を
定
め
、
企
業
支
援
、

雇
用
創
出
、
地
場
産
業
の
販
路
拡

大
、
交
流
人
口
の
増
加
等
を
推
進

し
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

学
校
の
防
音
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

鹿屋農業高校２年

脇
わ き た

田 朝
あ さ ひ

陽 議員
串良商業高校３年

中
なかにし

西 翔
かける

 議員

【
質
問
】　

本
校
で
は
、
自
衛
隊
の
航

空
機
訓
練
等
の
騒
音
に
よ
り
、
落
ち

着
い
て
勉
強
で
き
る
環
境
と
は
言
え

な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
防
音
対
策

や
空
調
設
備
の
整
備
を
視
野
に
入
れ

た
騒
音
測
定
の
実
施
を
働
き
か
け
て

ほ
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

県
立
高
校
の
防
音
工
事
を
実
施
す

る
場
合
、県
が
国
へ
要
望
を
行
い
、

騒
音
の
レ
ベ
ル
を
測
定
し
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
、
国

の
補
助
金
を
活
用
し
た
防
音
工
事

等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
今
回
の
意
見
は
市
か
ら

県
に
報
告
し
、
考
え
方
を
伺
う
こ

と
と
し
た
い
。

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
の
活
用

に
つ
い
て

【
質
問
】　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
に
つ

い
て
、
入
場
者
の
目
的
や
利
用
者
数

な
ど
を
教
え
て
ほ
し
い
。
今
後
ど
の

よ
う
な
施
設
に
し
て
い
き
た
い
か
、

未
来
の
展
望
な
ど
市
の
考
え
を
教
え

て
ほ
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
に
は
、
映
画

館
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
な
ど

が
開
催
で
き
る
ホ
ー
ル
や
健
康
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
ほ
か
、
情
報
プ

ラ
ザ
、
学
習
室
、
福
祉
プ
ラ
ザ
、

物
産
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、
全
体

で
年
間
３
３
８
，
０
０
０
人
が
利

用
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域
商
店

街
と
連
携
し
、
魅
力
的
な
商
店
街

の
中
心
的
役
割
を
担
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

【
質
問
】　

鹿
屋
市
は
大
隅
地
区
で
最

大
の
都
市
で
あ
る
が
、
中
心
部
に
位

置
す
る
商
店
街
で
は
空
き
店
舗
が
目

立
つ
。
市
全
体
の
雰
囲
気
を
明
る
く

す
る
た
め
に
商
店
街
の
活
性
化
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、
商
店
街
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
活
性

化
の
具
体
的
な
計
画
が
あ
る
か
。

【
答
弁
】　

○ 

中
央
地
区
商
店
街
で
は
、
多
く
の

関
係
者
と
協
力
し
て
「
街
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
か
ら
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
た
め
、
地

域
商
店
街
の
若
者
や
様
々
な
職
業

の
皆
さ
ん
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

構
想
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

○ 

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
画
が
重
要
で
あ

り
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
も
積
極
的

に
街
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

計
画
に
つ
い
て

【
質
問
】　

近
年
様
々
な
地
域
住
民
が

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
域

の
絆
も
深
ま
り
、
地
域
内
外
か
ら
の

参
加
者
を
募
る
こ
と
に
よ
り
人
の
流

れ
も
盛
ん
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の

よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
計
画
は
あ
る
か
。

【
答
弁
】　　
　

○ 

市
で
は
、
競
技
性
、
専
門
性
の
高

い
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
も

開
催
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
者
は
２
２
，
８
８
９

人
と
県
内
最
多
で
あ
っ
た
。

○ 

さ
ら
に
今
年
度
、
宿
泊
先
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
弁
当
な
ど
の
予
約

を
一
元
化
し
て
行
う
「
か
の
や
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
立
ち

上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
充
実
拡
大
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
誘
致
に

も
力
を
入
れ
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

臭
い
へ
の
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】　

市
内
で
は
畜
産
業
に
お
け

る
臭
い
が
気
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ

る
。
鹿
屋
市
は
「
ば
ら
の
ま
ち
か
の

や
」
と
し
て
美
し
い
街
を
印
象
づ
け

て
い
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
は
残
念
で
あ
る
。
畜
産
業
は
鹿
屋

市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
た
め
、
畜

産
業
の
発
展
を
妨
げ
ず
に
臭
い
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
対
策
な
ど
を

と
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
消
臭
の
た
め
、
畜
産
農
家

へ
の
消
臭
資
材
の
無
償
配
布
や
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
畜
産
農

家
の
指
導
に
よ
り
家
畜
排
せ
つ
物

の
適
切
な
管
理
徹
底
を
図
る
な

ど
、
畜
産
に
起
因
す
る
環
境
問
題

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○ 

今
後
も
臭
い
の
多
い
地
域
・
地
点

を
特
定
す
る
調
査
方
法
等
を
取
り

入
れ
、
臭
い
の
低
減
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

串良商業高校２年

原
は ら だ

田 千
ち さ と

里 議員

串良商業高校３年

牧
まきはら

原 俊
よ し き

生 議員

鹿屋高校２年

山
やまさき

﨑 葵
あおい

 議員

鹿屋高校２年

德
とくなが

永 龍
りゅうや

哉 議員

質
問
と
答
弁
の
要
旨

鹿屋高校２年

永
な が た

田 大
ひ ろ む

武 議員
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公
共
交
通
に
つ
い
て

【
質
問
】　

登
下
校
時
に
利
用
す
る
公

共
交
通
機
関
が
バ
ス
し
か
な
い
上
に

本
数
が
少
な
く
、
乗
り
換
え
や
待
ち

時
間
が
長
い
た
め
、
バ
ス
の
利
便
性

を
良
く
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
乗
り

換
え
や
自
然
災
害
時
の
バ
ス
運
行
の

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
分
か
り

や
す
く
表
示
し
て
欲
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

現
在
策
定
中
の
「
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
」
に
お
い
て
、
新

た
な
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
や
、

運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
通
学
時

の
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
等
と
協
議
し
た
い
。

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、「
九
州
の
バ

ス
時
刻
表
」
や
「
九
州
乗
り
物

info.com

」
で
運
行
状
況
な
ど
を

表
示
し
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
当
サ
イ
ト
に
リ
ン
ク
し
て
い

る
。
今
後
は
当
サ
イ
ト
の
周
知
と

と
も
に
、
バ
ス
の
運
行
状
況
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な

ど
、情
報
提
供
に
取
り
組
み
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て【
質
問
】　

市
内
に
は
、
デ
コ
ボ
コ
し

た
道
や
歩
道
の
幅
が
狭
く
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
無
い
道
な
ど
、
危
険
な
道

が
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
寿
小
学
校

の
通
学
路
で
保
育
園
近
く
の
道
は
、

交
通
量
が
多
く
、
安
全
が
保
た
れ
て

い
な
い
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
、
学
校
関
係
者
や
警
察
、

交
通
安
全
協
会
な
ど
と
通
学
路
の

合
同
点
検
を
行
い
、
必
要
な
整
備

を
行
っ
て
い
る
。

○ 

寿
小
学
校
の
周
辺
の
道
路
は
多
く

の
児
童
等
が
通
学
路
と
し
て
利
用

し
て
い
る
た
め
、
緑
色
の
ラ
イ
ン

歩
道
と
合
わ
せ
て
、
自
動
車
の
ス

ピ
ー
ド
を
30
㎞
以
下
に
制
限
し
歩

行
者
を
最
優
先
と
す
る
「
ゾ
ー
ン

30
」
を
区
域
設
定
し
た
。

○ 

市
内
に
あ
る
歩
道
の
狭
い
と
こ
ろ

や
デ
コ
ボ
コ
の
あ
る
通
学
路
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
た

ち
の
目
線
に
立
っ
た
整
備
に
取
り

組
み
た
い
。

各
高
校
の
交
流
に
つ
い
て

【
質
問
】　

本
市
に
は
６
つ
の
高
校
が

あ
る
が
、
互
い
に
交
流
す
る
機
会
が

ほ
と
ん
ど
無
い
。
高
校
同
士
で
競
い

合
う
機
会
が
あ
れ
ば
も
っ
と
活
気
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え

ば
、
各
校
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
の
優
勝

チ
ー
ム
同
士
で
鹿
屋
市
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
を
決
め
た
り
、
弁
論
等
で
競
っ
た

り
、
年
に
１
回
で
も
そ
の
よ
う
な
場

を
作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

【
答
弁
】

○ 

高
校
生
の
交
流
会
に
つ
い
て
は
、

生
徒
会
等
の
活
動
の
一
環
と
し
て

高
校
生
の
皆
さ
ん
が
連
携
協
力
し

て
交
流
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。
そ
の
際
、
鹿
屋
市
、
そ
し
て

教
育
委
員
会
と
し
て
、
で
き
る
限

り
の
後
押
し
を
し
た
い
。

○ 

高
校
生
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
の
交

流
を
深
め
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
く

中
で
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

道
路
の
側
溝
の
整
備
に
つ
い

て【
質
問
】　

通
学
路
に
あ
る
側
溝
が
雨

の
日
に
な
る
と
水
が
あ
ふ
れ
て
辺
り

一
面
が
水
浸
し
に
な
る
。
注
意
深
く

歩
い
て
も
靴
の
中
ま
で
濡
れ
る
こ
と

や
、
激
し
い
流
れ
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
小
学
生
な
ど
に
と
っ

て
は
大
変
危
険
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
札
元
の
ゲ
オ
鹿
屋
店
か

ら
鹿
屋
東
中
学
校
に
向
か
う
通
り
の

十
字
路
や
信
号
前
等
が
ひ
ど
い
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
路
の
側
溝
を

整
備
し
て
欲
し
い
。

【
答
弁
】

○ 

市
で
は
、
雨
水
排
水
対
策
を
進
め

る
た
め
、
平
成
26
年
度
に
「
市
総

合
雨
水
排
水
対
策
事
業
計
画
」
を

策
定
し
、
５
年
間
で
23
か
所
の
改

善
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

○ 

本
計
画
に
基
づ
き
、
札
元
地
区
の

冠
水
箇
所
の
軽
減
な
ど
、
５
か
所

の
改
善
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

○ 

今
年
度
は
、
西
原
台
小
学
校
や
上

小
原
中
学
校
付
近
及
び
鹿
屋
中
央

高
校
付
近
や
串
良
商
業
高
校
付
近

の
整
備
な
ど
、
12
か
所
を
予
定
し

て
お
り
、
ゲ
オ
鹿
屋
店
か
ら
鹿
屋

東
中
学
校
に
向
か
う
通
学
路
の
冠

水
に
つ
い
て
も
、
周
辺
の
道
路
に

排
水
路
を
設
置
す
る
工
事
を
進
め

て
お
り
、
早
期
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

街
路
灯
の
設
置
に
つ
い
て

【
質
問
】　

バ
イ
パ
ス
等
に
は
街
路
灯

が
完
備
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
ま
っ
た

住
宅
街
や
田
畑
の
広
が
る
人
通
り
の

少
な
い
通
り
に
は
あ
ま
り
街
路
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
中
高
生
は
部

活
動
等
で
朝
夕
の
暗
い
時
間
に
通
学

す
る
生
徒
が
多
い
。
若
年
層
や
高
齢

者
は
暗
い
道
は
通
行
し
に
く
く
、
事

件
や
事
故
の
危
険
性
も
高
く
な
る
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
街
路
灯

の
設
置
場
所
を
増
や
せ
な
い
か
。

【
答
弁
】

○ 

街
路
灯
に
つ
い
て
、
国
道
や
県
道

の
交
通
量
の
多
い
危
険
な
区
域
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
管
理
す
る
国
や
県

に
お
い
て
、
一
定
の
明
る
さ
の
基

準
を
定
め
て
設
置
し
て
い
る
。

○ 

市
道
で
も
交
通
量
の
多
い
道
路
や

ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
な
ど
を
中
心

に
街
路
灯
を
設
置
し
て
い
る
。

○ 

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
地

域
住
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
防
犯

効
果
の
高
い
場
所
へ
の
設
置
を
進

め
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。

中
心
市
街
地
に
つ
い
て

【
質
問
】　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
周
辺

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
化
し
た
お
店
が

多
い
。
古
い
建
物
で
台
風
時
な
ど
危

険
で
あ
り
、
営
業
し
て
い
る
店
舗
の

近
く
に
駐
車
場
が
無
く
、
気
軽
に
立

ち
寄
り
に
く
い
。
未
利
用
の
店
舗
の

整
備
、
新
し
い
店
舗
の
誘
致
、
無
料

駐
車
場
を
作
る
な
ど
の
考
え
は
な
い

か
。

【
答
弁
】　

○ 

市
で
は
、
新
し
く
出
店
さ
れ
る
人

に
店
舗
改
装
費
の
一
部
補
助
を
行

う
空
き
店
舗
活
用
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

○ 

こ
の
成
果
と
し
て
、
中
心
市
街
地

に
こ
だ
わ
り
の
パ
ン
屋
や
地
元
の

食
材
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
が
開
業
さ
れ
た
。

○ 

商
業
施
設
の
誘
致
も
大
事
だ
が
、

ま
ず
は
地
元
で
出
店
を
考
え
て
い

る
人
が
中
央
商
店
街
に
出
店
し
や

す
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

○ 

提
案
の
未
利
用
店
舗
に
お
け
る
無

料
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
土

地
使
用
料
、
整
備
費
用
や
維
持
管

理
経
費
、
土
地
所
有
者
や
建
物
所

有
者
の
意
向
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
商
店
街
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
し
な
が
ら
魅
力
的
な
街

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

【
質
問
】　

鹿
屋
市
に
は
歴
史
的
な
建

造
物
が
多
く
あ
る
が
旅
行
客
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。「
永
遠
の
０ゼ
ロ

」
の

舞
台
と
な
り
戦
時
中
の
滑
走
路
が

残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
訪

れ
る
人
が
少
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。
県
外
の
友
人
の
み
な
ら
ず
市
内

や
県
内
の
友
人
も
、
特
攻
の
資
料
を

知
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
県
内
外
の
多
く
の
人
に
鹿
屋
市

を
知
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
多
方
面
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
を
強

化
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】

○ 

本
市
に
は
豚
や
カ
ン
パ
チ
を
は
じ

め
、お
い
し
い
も
の
が
沢
山
あ
り
、

か
の
や
ば
ら
園
や
多
く
の
戦
跡
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
魅
力
を
し
っ
か

り
情
報
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

○ 

観
光
面
で
は
戦
跡
ツ
ア
ー
、
か
の

や
ば
ら
園
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
実

施
、食
で
は
「
豚
ば
ら
丼
」
や
「
カ

ン
パ
チ
de
リ
ゾ
ッ
ト
」
の
販
売
促

進
を
行
う
と
と
も
に
、
松
竹
芸
能

タ
レ
ン
ト
「
半
田
あ
か
り
」
に
よ

る
様
々
な
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
高
校
生
の
皆
さ

ん
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
本
市
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

鹿
屋
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

【
質
問
】　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
は
商

店
街
の
活
性
化
を
目
的
に
作
ら
れ
た

と
聞
い
た
。
ま
た
、
瀬
戸
町
か
ら
西

原
１
丁
目
に
か
け
て
閉
店
し
て
い
る

店
舗
を
多
く
見
か
け
る
が
、
郊
外
型

店
舗
の
誘
致
な
ど
市
の
活
性
化
に
向

け
た
計
画
は
検
討
し
て
い
る
か
。

【
答
弁
】

○ 

中
心
市
街
地
で
は
、
空
き
店
舗
を

減
ら
す
取
り
組
み
と
し
て
、
未
利

用
の
店
舗
に
出
店
す
る
場
合
に
は
、

改
装
費
用
等
を
一
部
助
成
す
る
事

業
や
市
民
参
加
型
の
市
民
協
働

シ
ョ
ッ
プ
「K

キ

タ

ダ

ITADA S

サ

ル

ッ

ガ

ARU
GGA

」

を
オ
ー
プ
ン
す
る
等
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

○ 

郊
外
型
の
店
舗
誘
致
は
、
消
費
者

に
と
っ
て
は
選
択
肢
が
広
が
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
店
舗

側
と
し
て
は
、
一
定
の
人
口
規
模

な
ど
の
出
店
条
件
も
あ
る
。ま
た
、

市
内
の
各
商
店
に
与
え
る
影
響
も

考
慮
し
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ
慎

重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
と
考
え
て
い
る
。

若
年
者
の
雇
用
に
つ
い
て

【
質
問
】　

市
外
へ
の
進
学
や
、
第
一

次
産
業
の
後
継
者
不
足
な
ど
、
鹿
屋

市
の
若
年
層
の
人
口
が
流
出
し
、
高

齢
者
の
人
口
比
増
大
が
進
ん
で
い

る
。高
校
卒
業
者
が
市
内
に
残
れ
る
、

ま
た
、
市
外
へ
の
進
学
者
が
地
元
に

戻
っ
て
き
や
す
い
街
づ
く
り
の
対
策

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

【
答
弁
】

○ 

高
校
卒
業
後
や
大
学
へ
進
学
し
た

後
の
就
職
の
場
を
作
る
こ
と
は
若

年
層
の
市
外
流
出
を
防
ぐ
、
最
も

効
果
的
な
方
策
で
あ
る
た
め
、
企

業
誘
致
や
店
舗
改
装
等
に
係
る
経

費
へ
の
支
援
、
農
林
水
産
業
に
お

い
て
は
知
名
度
と
付
加
価
値
の
高

い
商
品
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

○ 

ま
た
、
高
校
生
と
市
内
の
企
業
を

結
び
付
け
る
企
業
見
学
会
も
活
用

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

○ 

高
校
卒
業
後
も
鹿
屋
に
残
っ
て
頑

張
り
た
い
と
い
う
人
、
い
つ
か
は

鹿
屋
に
帰
っ
て
頑
張
り
た
い
と
い

う
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
応
え

る
べ
く
、
魅
力
あ
る
働
く
場
を
つ

く
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

鹿屋工業高校３年

野
の も と

元 譲
じょうじ

二 議員

鹿屋工業高校３年

内
うちやま

山 勇
ゆ う き

樹 議員

鹿屋工業高校２年

舩
ふなこし

越 咲
さき

 議員

鹿屋女子高校３年

宮
みやはら

原 なつみ 議員

鹿屋女子高校３年

田
たのうえ

上 紗
さ わ こ

和子 議員

鹿屋女子高校３年

上
か み か り や

假屋 葵
あおい

 議員

鹿屋中央高校２年

原
はらぞえ

添 寧
ね ね

音 議員

鹿屋中央高校２年

中
な か お

尾 知
と も き

城 議員

議長の務めを終えて

鹿屋農業高校３年

田
た な か

中 恵
け い た

太 議長

　今回、議長とい
う大きな役を頂け
た事で自分にとっ
て大きな財産にな
りました。議長と
いう責任重大な役
割で、非常に緊張
しましたが、周囲
の皆さんのサポー

トの中で議会を無事に進めることがで
きました。
　これからの人生の糧にして、この経
験を生かしていこうと思います。参加
された各校の皆さん、活発な質疑応答
ありがとうございました。お疲れ様で
した。

鹿屋中央高校２年

黒
くろいわ

岩 颯
そ う ま

馬 議員

17  Kanoya City Public Relations Kanoya City Public Relations  16


	14_15p
	16_17p

